












































































それまでのレースも “ やる気 ” が出るはずはないと述べ
ている。また、和田は「金のない貧困層の子どもは学力
を高めるなど、高度な教育を受けるチャンスが少なくて、




































































































































庭の 566.8 万円より約 67 万円程多い 35）。一ヵ月に換算
すると、家庭と比較して約 5.6 万円多いことになる。里
親は経済的にゆとりがある場合が多いので、多様な「人
間関係」を里子にも “ 提供 ” できる可能性を含んでいる
と考えられる。
　なぜならば、一般世帯においては、経営者やホワイト
カラー層は、不安定な階層や無業者層より心身の状態が
良好で、地域の活動への参加も頻繁でヨコの繋がりがあ
り交流も活発であるといわれ 36）、そのことからも先述
のことが指摘できる。
（２）選択肢・チャンス
　Ⅶの１で述べたように里親は、年収も一般家庭より多
い。つまり、年収が高いことは大学卒業の可能性が高
い 37）。小林によると、高学歴の親は、社会も人間も第
一線で幅広く見ているはずだと述べている。38）子ども
の将来には様々な可能性が広がっていることを情報提供
することが大切で、里親などの選択肢があることを教え
ていかなくてはならないと述べている。このようなこと
が里親に期待できるならば、里子に「多様な人間関係」
を「経験」させることで「意欲」・「主体性」を養える可
能性は高い。
　
Ⅷ．おわりに
　子育てへの支援が言われて久しいが、特に児童養護施
設をはじめ養護系の施設への入所理由の多くは虐待であ
る。子どもと子育て家庭を取り巻く環境の変化の中で、
社会的養護の場として施設が担う役割は重要だ。しかし、
本稿では子どもたちは入所前・後の経過の中で意欲・主
体性を養うことが困難になる場合が多々あることを考察
した。
　この克服の観点から里親委託を提案した。特に、学習
の過程で獲得される「意欲」・「主体性」については、施
設で養護されるより里親の方が、それらを引き出す環境
的な可能性は高い。
　大学全入時代に施設で育った子どもの大学進学率は
13.0％にとどまっている 39）。しかし、里親委託された
子どもの大学進学率は 26.9％と倍増している 40）。西澤
は「里親家庭の子の進学率の方が高いのは、進学の夢を
かなえてあげたいという里親の個人的な貢献による部分
が大きいのでしょう」と述べている 41）。Ⅶ－１でも述
里親養育と自立支援についての一考察
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べたように、里親は一般家庭と比べて経済的ゆとりがあ
る場合が多いので、里子の進学をサポートできたのでは
ないか。つまり、里親のもとで子どもは勉強に励みその
過程で「意欲」・「主体性」を養うことができると思われる。
言うまでもなく、大学などへの進学がすべてではない。
　橘木は、学歴は、人の価値基準において一つの変数に
すぎず人間には性格、手先の器用さなどの価値基準があ
るので、学歴だけで人の価値評価を定めることは、短絡
的なことだと述べている 42）。しかし、長瀬は、高学歴
の達成は安定した職業生活を営み現代社会を生き抜くた
めの糧となると述べている 43）。いずれにしても、施設
で生活している子どもたちにとって将来の生き方や職業
選択の幅を広げるためも里親制度は推進されるべきだと
考える。
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